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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである c

昭和 38、年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の l 地質図幅却百
説 明 書切ミ

茶ゆII路-mZ3 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師斎藤昌之

北海道嘱託北川芳男

はしがき

この図幅の調査は，昭和 35 年の秋にごく短期日で行なった。この説明書は，斎藤を主

班とする多くの調査員が分担して全域を踏査した結果を，たまたま，北川が北海道大学在

職中に手掛けていた，未整理の調査資料に加えて整理し，報告するものである。調査日数

が短くて，後日の検討のための見なおしができなかったこと，調査員が多くて各人の観察

度合に，かなりの相違があったこと，広地域の割合に地質が単調であり，露出が悪かった

こと，などのために，ひじように不十分なものを報告しなければならなくなった。

根釧地域における第四紀層，とくに釧路層の問題は，北海道における第四紀地質学の研

究上において，重要な怠味をもっていることは衆知の通りである。この説明書が不十分な

ものであることは，ひじように残念なことではあるが，不備であれば不備なりに，検討し

ていただければ幸いである。

なお，調査に際しては，帯広営林局牧野道幸技官，後藤技官ならびに標茶営林署の各位

に，いろいろと御配慮を賜わった。調査を分担していただいた ， i酉匂純俊，鈴木守，藤原

哲夫，石山昭三の各氏にあわせて，あらためて謝意を表するの

なお，説明書の取りまとめは，北川が担当したっ

I 位置および交通

この図幅の地域は，到II路平野の北部にあたり，到II路原野の一部をしめている。そして，

この地域は，北緯 43°10'-430 20', 東径 144°30'-144°45' の範囲にわたる。

行政的には，大部分の面積は，川上郡標茶町に属するつわずかに，東北端と東南端部に

厚岸郡厚岸町，さらに，東北末端部に野付郡別海村の地域がかかっているにすぎないc

おもな集落は標茶町市街である。その他の部落は， jJ11網線沿線と道道厚岸線にそって点
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第 1 図位置図

在しているにすぎないと丘陵地はおもに戦後開拓され，オソベ、ソ開拓地，需別開拓地など

の地区になっている c

交通機関としては，到 II路川ぞいに困鉄釧網線が走り，釧路，網走方面に通じている。パ

ス路線は，標茶市街を通る釧路路線と標茶一厚岸間の路線がある c そのほか，標茶市街か

ら中オソベツまでは，簡易軌道が通じている。

II 地形

II.l 概説

この図幅地域は，北側』こ西 l布団から東北東につらなる千島内帯の火山列が走り，南は根
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室半島からつらなる千島外帯弧にはさまれた，いわゆる根釧原野とその西方に拡がる釧路

原野との接合部付近にあたり，地域内の地形は丘陵性台地形によって特徴づけられている。

根釧原野は，知床・阿寒の火山山麓から連続する地形面を，地表部は!享い新期火山灰に

よっておおわれるので，原地形面の観察は困難であるが，干坦面の拡がり，開析の度合な

どは釧路原野の丘陵地形とはっきりしたちがし、がある今

劃II路原野の丘陵地形は，火山拠出物あるいは軽石流・熔岩などによって修飾されている

いわゆる根窒面によってしめられ，海岸付近にわずかに釧路段丘両が発達する (松井ら

1963) 。

佐々保雄 (1939) ，岡崎由夫(1960) はこの地域の丘陵地形を， I 白糖段正， ][根室段丘

の二つに区分し，すべて海成段丘であるとしているっそして，白糖段丘は地域の西~北西

部にわたり高度 140~200m で，後 2 者よりいちじるしく開析された， 車II路層の堆積厚面

と考えているの

しかし白糖段丘とされた部分は，新期火山拠出杓(更新背中期一後期〕に厚くおおわ

れた地形面であり，下位の根室面との間にも，地形的な不連続あるいは地形差は認められ

ない。

したがって，釧路原野の丘陵地の大部分は標l昌 80~120 m にわたる恨室面と，低湿地帯

によって特徴づけられるものであるつ

また， jill路原野における河川系統には，一つの特性がみられるのそれは，大きな河谷が

釧路平野の西側にだけかぎられ，東側には，それに比較される河谷がないことである。し

かも，これらの河川の向方は，あとでのべるように，到II路層群の向斜軸に直交するような

方向性をもっている η これは， ifJl I路層群堆積後の構造運動に支配されたものと考えられて

いる(坂口 1959) 。

II.2 地形面区分

この凶幅内の地形は， I 丘陵性台地， ][川岸段丘， I; 中積百 iに大分することができる。

丘陵性台地は，いわゆる根室面と根釧原野面に区分されるつ

根室面:標高 90~100m にわたる開析の進んだ干用面で，この|司 III 討の大部分の面積をし

めている。 開析の度合は，構成する物質の差によって異なっているが，ひじように伎蝕が

進み，平坦面の保存は不良である， 7S 密度は 1 、ド方 km について 12~20 の範囲をしめす。

根留 II 原野面:この地形面は，さきにのべたように，恨釧!京野を標式地とするが，この図

幅の北東端にわずかに分布している n 間隔内では，標 l肯も根室面とほぼ同じであるが，平

坦面の発達の度合，開析の度合などは，相当にちがっているつこれは， ff 期火 IJJ 灰が厚く

-3-



第 2 図 オソベツ川西側丘陵より北方を望む(根室面〕

おおっていることも原因であろうが，地形発達史が，根室面とは異なるものと忠われる。

河岸段丘:以上の台地を切って，釧路Ill，オソベ、ソ川，チャンベツ川の流域の台地周辺

部には河岸段丘が発達し，場所によっては，上下 2 段の段丘が識別される。

釧路川ぞいの河岸段丘は，標茶市街地付近に発達 L，現河床より 5--10 m の比高をもっ

ているのこの河岸段丘は，北側の磯分内図幅にも連続する面である。南に向かつて高度が

低下しこの図幅の南側で沖積面に没してしまう。

支流のオソベツ川においては，上下 2 段の河岸段丘がみられ，高位面は現河床との比高

が 20m に達し， 開析も進み平坦面の保存もわるいc 下位面は， iWlI路川本流のそれに対応

するもので，現河床から 5~10mの比高がある。しかし，沖積面との境界には急崖はみら

れず，緩傾斜で沖積面と斜交するような形態をも勺ているの

チャンベツ川流域には，中チャンベツ部落を中心に，下位面が発達する。

沖積面:各河川とくに釧路川流域には，広く低湿地帯が発達している。この凶幅内の沖

積地の特性は，丘陵地の奥部まで深くくいこんでおり，ほとんど全部，その表層には泥炭

が生成されていることである c また，まえにのべたように，標茶南方付近から，低位河岸

段丘が沖積面下に没してしまう事実，さらに， iWlI路平原の電探・ボーリングなどの資料か

ら知られた，広範囲に埋積段丘が発達している(坂口 1959，鳥居 1959) 事実からもわか

るように，この図幅内の沖積面は，沖積世初期に発達した広大な溺れ谷の未端部にあたる

ものである。

II.3 河川系と湖沼

図幅内の河川系は，阿寒湖に源、を発する釧路川が，はほ‘西南方向にむかつて流れ， iWlI路

平原を通り太平洋に流下している。この釧路 III も上流地域では，すでにのべたような，北

西一東南の方向性に支配されている。支流のオソベツ III は五十石付近で本流と合流する
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が，その方向は，前記の一般的方向性をもっている。図幅の東側は，この付近より厚岸湖

にそそく別寒辺川の上流をはじめその支流であり，北西一東南の方向をしめしている。

湖沼:車II路平原の東側，丘凌地の禄j与には，いくつかの小湖沼がみられる。この図|幅の

西南端にあるシラルトロ湖は，それらの北端に位置するものである。

この小NiIJは，周囲約 6.5km ， l封筒 3.37 km2 で，水深は最も深いところで，約 2.3m で

あるとこの湖は，南方の塘路i胡， )主 it武 j召さらに春採湖などともに，沖積世海進時の溺れ

谷が，海退時の埋積からまぬかれてIt じた海跡湖であり，塘路湖で発見された海棲のミシ

ス科 Neomysis avatschensis(BRANDT) (宮地 1933 ， 元田 1951) は当時の遺存種であ

るの

この湖の背後にある低限.帯は，おそらしかつての湖が埋積されたもので，湖の一生の

最終段階の景観をしめすものである(

質地III

説概III.1

すでにのべたように，この凶幅の大部分の面積は，標高 80-100m の丘陵地であり，

れらを構成する地質は第 1 表にしめすように，すべて第四系および火山拠出物である。

第 1 表地質層序表
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丘陵地の主要部は，すべて釧路層群からなっている。釧路層群は主として凝灰質砂，泥，

凝灰岩，砂喋，礁からなり，多くの海棲貝化石をふくみ，北海道の代表的な海成洪積層と

して佐々保雄 (1939) によって釧路市近傍のものが記載されている η

現在までの調査を総括すると，その分布は，西側の限界が阿寒川東岸，北側は中倣別か

ら弟子屈をむすぶ線の南側までとされ，東側の限界についてははっきりしていないっしか

し根釧原野の西春別層が，ほぼ釧路層群の一部にあたるものと考えられるので，到II路国

から根室国にかけての丘陵地の，大部分を占める地層であるとみてさしっかえない。

釧路層群の層序は，従来の調査研究資料を参考にしても，確乎としたるものはみあたら

柴崎達夫らないの参考までに，佐々 (1939)，今西茂 (1953)，岡崎由夫(1957 ， 1961) ,

(1958) など，比較的まとまった文献より引用し表示しておくつ

釧路層群の層序

(附)岡崎什961) 柴崎げ958) I

!三竺一三戸二二 !
l 塘路層|上 I V!部層 i

土 1
;細岡泥層 V 部 層 i

丙 l 仮監砂層'ia{
-,

山遠矢泥層!

~一竺壬中(
!東 材木町泥層 I

|到1\緑ケ岡砂層 IN

|路城山暁層 I

層部

層

フ

層

ロ

ン

オ

ビ

不

西

ヨ

9

・

チ

トク

層
層
層
層
層

天寧介砂

東釧路泥

下部砂

城山細礁

春採泥

々佐

層
層
層

部
部
部

E
且
百
且

E
E

l 部

層呂

この層序表は地域性もあると考えられるが，[i=lJ じ著者でも前後の報告で層名も別になり

層序もちがった箇所がみられるので，十分対比されないが，いちおう編集しておいた。

このような，対比表からわかるように，釧路層群全般の層序の確立は，今後の調査にま
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岩質は，すでにのべたように，未回結の砂喋，シノレト，凝灰岩などで，これといった鍵

層もなくきわめて激しい岩相変化を宝しているので，地層の追跡にも l利難な状況をしめし

ている勺また，多くの露頭では水干の成層状況をしめし，構造解析にも|村難であるが，柴

崎ら(1958) は， トーロ湖を中心に東北方向の向斜軸をもっ盆状構造を推定しているっそ

して，このような構造に支配され，堆積物も南部と北部とでは宕相の対立があり，市部は非

火山性の堆積物が比較的多く，只化石なども含むが，北部では火山性の砕!丙物が多くなる。

このような，円相対立は恨釧原野の i有春別層においても明らかにされている(湊，北川

1956)~ これについては後でのべるが，到II路層堆積叫に，北部火 ill'市-puJ京・屈斜路ーの活

動がすでに活発であったと J栓定できる n

釧路層群の時代について，佐々 (1939) は段丘形との関係からド部洪積層であるとしたの

しかし，下部洪積世のどのII:j 期であるかはふれておらず根室rAi形成前で‘あるとした c 佐々

と同崎の地形I;{分に対する疑問は，すでにのべたとおりであり，白糖段 Ii:面というものは

認めがたく，釧路層群の堆積面ではないのまた岡崎(1961) は前記層i早のうち大楽毛層，

細凶泥層，材木町~Jtll脅から産HI した花粉を分析しそれによって古気候を推定し，氷期と

の対比をこころみている〔それによると，洪積Ut早期後半から中期後半にまたがる時期と

「ている〔この児f鮮は氏の段丘地形と釧路層群の関係からみると，多少の矛円がみられる

が， j)ll路層群は 80~120 ill の面を形成した，いし、かえると，根室面を形成した堆積物であ

るという見解にたてば支持されるものである〔

この凶幅 rJ，Jに分布する釧路層群は，柴崎の中部層，上部層，また|吋崎の東釧路層，岩保

木!吾，端路!吾に対比される!曽準のものであり，およそ次のような岩相に区分される。すな

わち， ド部よりシルト右相，砂蝶，凝灰質砂，凝灰質粘土互!吾の岩相，軽イi質凝灰岩，軽

石を多量にふくむ砂喋互層，疑11Ct'iの宕相， (品、喋・砂の互!吾岩柑，の 4)脅準であるのま

た，その時代は，出II路層群が恨室面の堆積物であることから下l誌は不明であるが，上限は

更新ドf:中期後半に位置づけておくつ

この釧路層群を切って， ~J1 1路 HI ，オソベツ )1\ ，チャンベツ川の流域に新III 2t交の luJh~t交

Iiが区分され，砂時層を主とした堆積物をのせているハ

また，丘陵地の頂上部には更新社後期後半の屈斜路火山の活動に山 1えすると考えられる

軽石流をはじめ， I李 mJ岳本体の拠11\物のローム層が!ぶく分布している。さらにこれらの各

地層をおおって，沖積日f:の新期火山灰 摩周民，カムイヌプリ岳，雌阿事岳の活動によるー

が地表部におし、てみられるつ

一方，沖積地は，到II路川流域の北半分をのぞき，すべて低湿地帯でj副首には低位泥炭が

-7-
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出Ii路層群の概況については，すでにのべたとおりであるが，この図幅では岩相により，

次の 4 層に区分したσ すなわち，ルルラン層，シラルトロ層，標茶層， トーロ層である。

なお，標Jtt付近より東南方向に向う，員\I路層群の堆積様子をしめせは，帯 3 凶のようであ

る。

III.2.1 )[，ルラン層 (Ku)

ルルラン層は，この図幅では釧路層群の最下部層で，標茶市街東方の沢にわずかに露出

する暗灰色のシルト岩であるの岩質は凝灰質で，頁岩状の盤状削離面をもち，比較的堅密

である。走向は 10~ W で，わずかに西に傾斜しているの同じような岩相をもつものは，標

津線が東方の台地にはいる地点で露出しているの

III.2.2 シラルトロ層 (Sr)

この地層は，主として未!司桔の砂，砂喋，時，粘土などの互層で，標式地はシヲルトロ

湖岸の露頭であるの

分布は，シラノレトロ湖付近よりほぼ北東へむけ延長した台地に，広く分布しているの走

向は N 20ー_45ー E で， 5-20° 南に傾斜するが，北に行くにしたがって傾斜がゆるくなり

水平層になるの

この地層の層序と岩質は，シラルトロ湖付近においては，下部より灰褐色~暗灰褐色の

細礁ないし砂喋層，褐灰色の細砂~シル卜層を主体とし，凝灰質砂・凝灰岩の薄膚をはさ

み，また黄褐色の浮石「十をふくむ凝灰質粘土などからなる層準，磯・細粒岩片，軽石喋・

粗粒砂などのこまかし、互層よりなり，いちじるしグロスラミナ，場所によっては乱堆積を

しめす層準，赤褐色の褐鉄盤をはさむ火山描物を主とした互層，および未[司結の中粒砂の

層準などの 4 層準に区分さるの厚さは全体で 60-70m である。

チャンベヅから雷別にかけてのこの地層は，上チャンベツの厚岸へ向う道路と富貴をへ

てチャンベヅにぬける道路の分岐点におし、て観察される砂喋層が，下部岩間であるのここ

では，下部は約 3m の!享さで砂喋層がみられるわ礁は安山岩喋が主体で，最大は拳大で

ある。クロスラミナが発達している e 全体として暗灰色を呈している。この上部は， 1 枚

の砂喋!膏をはさみ灰色の粘土層がみられるけこの砂医者層は 2m の厚さで下位のものより細

粒となるが，クロスヲ f ナは同様に発達しているけ粘土層は凝灰質で部分的に細粒軽石の

薄層を挟在するハこれらの上部は，火山岩礁と薄い軽石礁の互層となるの全体として水平

層である p と部の軽石と礁の互層部は，上チャンベ、ソ小学校前の露頭においても観察され

る。

これらの上部は，雷別開拓道路切割においてみられ，凝灰質粘土・シルト岩から未団結
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で膨軟な，青灰色の砂層に移行する層準であるつこの層準の砂質部は褐鉄鉱化作用をうけ，

しばしは赤褐色の褐鉄盤がみられる。また，シルトと砂が互層する場合，シルトの部分が

きわめて墜密になっており，庄密とされたシルト層のすぐ下位に，未回結で膨弱な砂層が直

接している。走向は N 200~40° E で，南に最大 20° 傾斜している。

釧路川の西方丘陵地のこの地層は，丘陵の下部を構成するもので，主として砂喋層から

なる。標茶簡易軌道の沿線標茶市街地ρ南方の地点における砂利採り場においては，スレ

ート，砂岩，チャート，安山岩礁を主とした喋層で，下部のルルラン層のシルト岩をおお

って，ほぽ水平に堆積している。この喋層上位には，クロスラミナの発達した砂操層と砂

質シルト層が観察される。

111.2.3 標茶層 (Si)

下位のシラルトロ層に整合し，この図幅のほぼ全域に分布しているのシラルトロ層にく

らべて，全体的に火山抽出物が多量となり， {手石，凝灰質となる特徴をもっている。

この地層は，あとでのべるように，標茶市街地南を通る背斜軸を境に，南北で多少の岩

相差がみられるのまた，層厚もことなるようであるつ下位層とは明瞭な境界はなく，むし

ろ漸移的である。北側における代表的な露頭は，標津線の鉄路の切割にみられるものであ

る。

下部は，軽石を多量に含んだ暗灰色~灰色凝灰

岩で，見掛上 8m 以上の厚さをもっているのこれ

は，一見，軽石流状の堆積状能をしめし，軽石は，

きわめて発泡がよく，絹糸状構造をしめし，最大

30em におよぶものもあるが， 普通は数 em~ lO

em 酬で、灰白色を呈している。また， しばしば 勾

炭化木片が含まれる。上層は灰白色の磨砂状の凝

灰岩となっている。

見掛上，この軽石質凝灰岩の下位に，数枚の軽

石層をはさむ粘土質ローム層がみられるつこのロ

ーム層は，軽石が風化されローム~粘土化したも O

ので，下層は圧密され，ひじように堅密になって

いるの第 4 図にローム層の柱状図をしめしておく

が，このローム層に， 1 枚の特徴的な軽石層があ

るつこの軽石層は， 70em の厚さのもので，軽石
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片は比較的角ばって， ひじように新鮮な感じのするものである。軽石の粒径は最大 4-5

em であるが，普通は数 mm から Iem くらいのものである。

このローム層と軽石質凝灰岩は，その産状から陸戎堆積物の感が強く，区分しなければ

ならないのかもしれないのしかし，分布範囲がおさえられず，また，同一層準と考えられ

るものが全体として，軽石質になることなどから，いちおう，この地層の下部層としてL

括した。

この軽石質凝灰岩の上位は，亜角喋層ではじまる，火山砂・火山灰・浮石の互層部が重

なるぞ亜角喋層は，厚さ I.50~2.00m の分級のよくない堆積栢である。礁種ーはほとんど

安山岩である。最大任 IOem をしめす。火山砂・火山灰・浮石の互層部は，それぞれ，黒

色，灰色，赤褐色~褐灰色の色調をしめし，こまかいリズミカノレな互層で、あるわこの層準

の堆積状能の特徴は，きれいなクロスラミナの発達や，不整合的な凹凸面をもっ乱堆積，

層内断層(面なし断層)などによって特徴づけられるやなお，互層中の砂質部はガラスJlー

を多量にふくむガラス質火山砂で， しばしばザ、ラメ状を呈している。

この互層部の上位は，ふたたび，軽石層を 3 枚ふくむ凝灰岩ないし凝灰質粘土・シルト

からなる。この層準も，いちじるしく風化され粘土化が進み，粘土含量が多くなる c また，

粘土化された部分にも軽行，凝灰質シルト岩の角喋などを含み，よごれた感じの岩相をし

めし，比較的堅密である小上層は軽石質の褐色ロームとなるヶこの層準の厚さ約 10m で

ある。

この地層の最上部は，灰白色の凝灰質粘土~シルトからなる σ

これらの各層準のうち，ほぽ全域に分布しているのは，火山砂，火山灰， ¥手石の互層部:

より上位の層準であるヶ

しかし，東南部，電別開拓地の道路終点追辺におし、ては，火山砂，火山灰， ¥手石互層部

の上位に，軽石質砂を主とした軽石砂喋互層部が重なっている σ この互層はクロスラミナ

が発達し，砂鉄の薄層をはさんでいる。

また，東南端の厚岸道路切割には軽石をふくんだ凝灰質砂がみられるが，さらに南接の

尾|幌l司幅にはいると凝灰岩となり，東隣の茶内原野凶幅の帯広営林局パイロット・ホーレ

スト内では，灰白色の軽石を多量に含む凝灰質砂，凝灰岩が!享く発達するが，これらの層

準は，この地層の下部~中部に相当するものと推定される。

この地層の層厚は全体として， IOm~50mである。

111.2.4 トーロ層 (To)

この地層は，主として南隣接の尾幌凶幅におし、て，丘陵地の頂上部に広く分布するもの
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で，この図幅では，南部地域にみられるだけである。

岩相は砂喋および粗粒砂を主体としている。喋種は南に行くにしたがい，火山岩系のも

のより，古第三系，白望系などの堆積岩類が多くなるようである。この地層もクロスラミ

ナの発達がいちじるしい。構造はほぼ水平である。

層厚は1O-15m である。

111.3 軽石流

この地域の丘陵地の頂上部には，釧路層群を不整合におおって， 2 ないし 3 枚の軽石流

の堆積がみとめられる。これらの軽石流はほぼ石英安山岩質で，岩質・岩相ともに類似し

ている。しかし，地形面との関係，産状，分布などを基準にして，いちおう三つに区分し

た。噴出の時期は'.地形面形成過程，層位関係などから推察し，ほぼ更新世中期末から後

期前半にあたるものと考えられる。

III.3.1 栄軽石流 (Pf1)

標茶市街西方の丘陵上に分布する灰色の軽石流である。栄部落から丘陵地を通り磯分内

に通ずる道路の切割において，よく観察できるものである。岩質は石英安山岩質で，発泡

のよい絹糸状の軽石を多量に含んでいる。

この軽石流の分布および産状形能は次のようなものである。分布は，標高 120m 以上の

地形面で，北方磯分内図幅の範囲に拡がっており，上位はあとでのべるチャンベツローム

層によりおおわれているが，侵蝕をうけ残丘状にのこされた円頂丘陵を形成しているの

栄部落付近では，高位の河岸段丘面に切られている。

III.3.2 オソベツ軽石流(円2)

主として，オソベツ川西方の正陵地上に分布する。丘陵預上部をおおうものは，標茶層

を不整合におおい， 5-6em の径をもっ軽石を含むが，軽石はそれほど多量でない，軽石

質凝灰岩である。いましば，炭化木片を含んでいる。しかし，部分的には， 20-30em の

軽石を含む灰褐色のロームとなっている。

この軽石流は高位の河岸段丘面に切られており，層準はほぼ栄軽石流と同じであるが，

直接の関係はみられず，岩相が多少ことなるので，いちおう区分しておいた。

III.3.3 泉川軽石流 (Pf3)

標津線の峠付近に標式的な露頭がみられる。拳大あるいはそれ以上の軽石をふくむ，帯

紅灰色~灰色の軽石流である。この軽石流は，図幅外の泉川部落，大阪山などにもみられ，

東南方に拡がり，標高 100m の平坦面を形成している η

岩質は石英安山岩質で，軽石はきわめて発泡がよく，石英の斑品をもち，絹糸状の光沢
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しめし，段丘瞭層とは考えられない。

また， iJII 路川ぞいの丘陵縁辺部に点々と，へばりつい

ものである。屈斜路火山の活動は更新世中期~後期にか

以上のべた各軽石流は，屈斜路火山の活動に由来する

標津線峠付近の露頭では，第 l5 図にしめすように，泉

こでみられる安山岩亜角喋層と同様な角喋層は，あとで

をもっている。

ている軽石流もおそらく，栄軽石流と同層準のものであ

ろうの

川軽石流の下位に，褐色の砂質ロームが 200m ，青灰色

が安山岩亜角礁からなる瞭層が存在し，その下位に，灰

の軽石を含む凝灰岩かレンズ状にはさまり，下部 300m

のベるチャンベツローム層下部にもみられ，異常堆積を

褐色の軽石流がある。この下位の軽石流は，正確な対比

はできないが，栄軽石流の一部と考えられる。また，こ
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~5 図標津線頂部の

泉川軽石流と栄

軽石流?の関係

けて，ほぼ連続的におこなわれたものと考えられる。勝

井義雄・佐藤博之 (1963) はその軽石流を 10 層準に[2'~分

した。この図幅に分布する軽石流は，屈斜路火山活動の

中期一後期のものと推察されるが，勝井・佐藤の分類のどれにあたるかよくわからない。

111.4 河岸段丘堆積物

この凶幅内の河岸段丘は，まえにのべたように，上下 2段丘に区分することができる σ

III.4.1 高位河岸段丘堆積物 (Tl)

高位河岸段丘はオソベツ川流域に発達し現河床より比高 20~30m である。

堆積物は安山岩礁を主とし卵大の大きさの喋層，ならびに砂喋層からなるの砂喋層は

細し、互層をしめし， しばしば，クロスラミナの発達もみられる。

III.4.2 下位河岸段丘堆積物 (T2)

現河床より 5~lO m の比高をもつものである。 }}II路川流域の下位段丘の堆積物は，安山

岩礁を主とした亜門礁層であるつ

中チャンベツ付近においては，背後の地質の影響をうけ，砂喋!吾・砂・火山!κ ・浮石互

よりなり，クロスラミナの発達した堆積物である。層厚 2~5m である。

111.5 チャンベツローム層 (L)

- 13-



あとでのべる新期火山灰層の下位に，図i幅内全域にわたり，軽石層・スコリヤなどをふ

くむ褐色のローム層が，沖積面をのぞく地形面をおおって厚く堆積している。

このローム層は，詳細に追跡すれば細分される見透もあるが，現在のところは一括して，

チャンベ、ソローム層とする。

このローム層は上下 2 層に大分することができる。上部は，スコリヤを主体としたロー

ム層であり，下部は，浮石を主としたものである。

最上部は，腐植を含む暗褐色~黒褐色の砂質ロームで， 9~15cm の厚さをもち，漸移的

に褐色ロームに移行しているο この褐色ロームは灰白色細粒軽石をふくみ，やや堅密であ

るが粘着性は弱く，ハンマーでたたくとサクサクという感じである r 厚さは 50~80cm で

あるが，高台の保存がよい場所では 1m以とになり，スコリヤの薄層を 2~3 枚下層にも

っているの

この褐色ロームの下位は， 場所によりことなるが， 5~10cm の赤褐色軽石層を 2 枚宍

在した粘質な褐色~赤褐色ロームが， 40cm くらいの厚さでみられる c 粘着性は大で，軽

石層の保水性も大きい。この層準のロームは，おもに，東北側に分布をしていると

これらの下位には，火山岩片・スコリヤからなる，黒色の火山砂を 2~3 枚はさんでい

る特徴的なローム層が堆積している。この黒色の火山砂の厚さや枚数も場所により相当こ

となっている。黒色火山砂のもっとも厚い場所は，第 6 図からもわかるように閃幅の西北

端，栄軽石流をおおっているところで， 70cm にも達する p この層準は全体として 1~1. 5

m におよんでいる。

。
I 2 34 ~ 6 7 8

図図図ロ国図図国

1 黒色火山砂・スコリア 2 栄軽石流 3 軽石質粘二十: (2 次堆積)

4 砂 5 粘土 6 火山灰 7 軽石 8 ローム

第 6 図 栄軽石流をおおうチャンベツローム層

-14-
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以上の各層準は，下位の川岸段丘までの台地

を，すべておおっている。

下位には，赤褐色~黄褐色~黄赤褐色~灰褐

色などの色調をもっ軽行を主体とし，スコリヤ

を従とした粘質なローム層が 70-80em の厚

さでみられ，色調，岩質などにより 8 層位に細

分できる c これらの各層位の直上は，粘土化が

進んで+3 コレート借 l-Zem の厚さで観察

される戸

そして，最下部は，軽行をふくむ赤褐色ロー

ム，砂質火山灰，火山灰質粘土などの互層部が

あり，安山岩の亜角喋(f王 2em) をふくみ行英

粒の多い砂l喋に漸移するヶこの層準は地形両と

の関係からみれば，高位の段丘持t積物とほぼ同

時期であると思われると

これら下部の層準はおもに丘陵地の保存のよ

い場所によくみられるが，低位の j口]岸段丘上で

はまだ確認されないr このことを重視すると，

チャンベ、ソローム層と一括したものは， ~j:期的

に二つにわける方が妥当かもしれないが，それ

については，今後の調査にまっところがたきい。

ここでは，いちおう宅新世末期に位置づけてお

く c

また，手ャンへ、ゾローム層にまつわる他の現

象では， !O em 内外の落差をもっ面なし断層が，

部分的にみられることがある p さらにまた，こ

のローム層は新期火山灰をのぞくと，更新tf士末

ローム層をふ期の地表面になるわけであるが，

くめ，地表部の地層が，きわめて乱雑な堆積様

式をしめす現象が，根釧!京野をふくめたこの地

- 15-
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園田巴巳日

日臼回目-囚

A 腐植層 B 火山灰 C 腐植まじり D ローム

E 軽 F 粘土 G 火山砂 H スコリヤ，岩片

I 火山岩片 J 礁層

1.2 標津線沿線 3 標茶市街東河岸段丘 4 標茶苗畑 5 織維工場東正陵

6 報徳台 7 上チャンベツ 8 シャクライベ川分岐点 9 中チャンベツ三角山

第 8.a 図 新期火山灰とチャンベツローム層の柱状図 (1)

0同T 匡10冨
II 12 13 '4 十円 16 17

「寸 際開明 闘蝿 n 陣司 丹羽

問目同国

10 栄部落南方丘陵 11 栄部落西方丘陵 12 標茶市街北河岸段丘

13 標茶市街西丘陵 14 クニクンナイ川左岸 15 2 号道路(オソ

ベツ川東台地) 16 下オソベツ開拓道 2 号起点(河岸段正)

17 2 号オソベツ開拓道(丘陵地)

第 8. b 図 新期火山灰とチャンベツローム層の柱状図 (2)

また，標茶市街の南，厚岸道路わきでは，ローム層の下位にある亜角蝶層が第 7 図にし

めすように，標茶層の侵蝕された原地形にそって，たれ下がっている現象がみられる。

このような，表層部の地質現象については，いろいろな考え方もあるが，ここでは例証
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をあけるだけにとどめる。

チャンベツローム層と新規火山灰層の関係を第 8 凶 (a) (d) にしめした。

III.6 新期火山灰 (M)

この凶幅内に分布する新期火山灰は，摩周岳・カムイヌプリ岳・雌阿寒岳の活動に由来

する現世の噴出物である。これらは，山田忍(1951 ， 1958) によって，摩周統火山灰とし

て M-e~M-l までに分類されたもののなかにほぼふくまれる。山田の分類は，最近になり

瀬尾春雄・佐々木龍夫ら (1963) や勝井義雄(1962) などの調査により，より詳細に改訂

されてきたの

新期火山灰のは，軽石片，熔岩片，基盤岩片からなっているの

軽石は，全層をとおして，ほとんど同様な性質をしめし，現璃質で，わずかに徴細な斜

長石，紫蘇輝石，普通輝石などがみられるハ

熔岩片はガラス質安山岩，普通輝石紫辞輝石安山岩である今後者は， M-l~M-f までに

みられ，それより上位の火山灰にはみられない。しかも，石基の輝石はビジョン輝石であ

り，摩周外輪山を形成する熔岩とまったく同じものであるつ摩周火山の本体が破砕されて，

はいってきたものと考えるべきであろう(北川 I ， 1956) っ

この地域で観察されるものは，西側の丘陵地では，表層より雌阿寒系統の火山灰が 3 層

(Mel , Me2, Me3)，その下位に摩周系統が 3 層 (M-f ， M-gi , M-j)，計 6 層であり，東

北端付近では， Mel カムイヌプリ系統 (km) ， M-f , M-g , M-i , M-j の各火山灰が識別

される。

Mel: 凶幅内の地去に，ほぼ一様な写さで、全域にわたって分布する n 多くの場合，表層

の腐植層と混合して，識別が困難であるが，新鮮なものは灰白色~褐黄色を呈し層厚は

10~15em で上部 (A 層)は腐植がすこぶる多く，砂質ロームの土性である，下層 (C 層)

は軽石・カ、ラス片の砂質で可塑性・粘着性はまったくないっ既墾地では，腐植層と混合さ

れレンズ状に C 層がとりこまれているつ

この火山灰は，山田の M-a，瀬尾らの Me-a にあたるものである。

Me2: 標茶西方台地では， Me; の直下に位し， A 層・ C 層の 2 層位をもつの A 層は 4~5

em で，腐植にとみ，黒褐色で，土性は砂質ロームであるつ構造は粉状，膨軟で，可塑性

は弱いが粘着性は大きいの C 層は暗灰色を呈し，腐植をわずかに含む砂質ロームである。

厚さは1O~15em である。分布は明らかでないが，ほぼ北西~東南にかけて拡がっている

ようである。

Me3:Me2 の直下に位し， A 層は腐植にとむロームで暗褐色を呈する。厚さ 4~ 1l em

-17-



であるの C 層は腐植をわずかにふくむ砂質ロームで暗灰色~黄褐色を呈す。粉状構造をし

めし，可塑性・粘着性はともに弱いc 分布は Me之とほぼ同じ地域である。

これら Me2 ・ M匂は山田，瀬尾らによる分類のどれにあたるかは不明であるが，層準か

らみれば，山田の M-e，瀬尾らの矢臼別火山灰(仮称)に相当するものと考えられる。

以上 3 層は，北海道立農業試験場の広範な調査によって，噴出源はほぼ雌阿寒岳であと

推定されているものであるの

Km: 東北端地域の丘陵地上に分布し， Mel 火山灰の直下にある。全層が腐植質で土壌

層位を区分するのに困難であるのほぼ， A 層， c 層にわけられるわ A 層は黒色~黒褐色

で，腐植がひじように多い砂質ロームであるφC 層は，腐植の多い暗褐~暗灰色で，土性

は A 層と同じである r

この火山氏は，恨釧原野部の M-b に酷似する p 山田の M~b は，瀬阜ら (1963)，勝井

(1962) によると 5~6 層に区分され，カムイヌプリ岳の活動によるものとされている。こ

の図内の km は，これらのどれにあたるかは不明である。

M-f: この凶幅全域に分布し，新期火山灰のうちて層厚がし、ちばん辛いc 土壌層位は A，

C 層に分化しているの A 層は腐植の多い砂質ローム~ロームで，黒褐色を呈し，保水性，

粘着性が強く，少量の浮石を混ずると C 層は，褐色の砂質ロームで，径 1ern 内外の浮石

を含んでいるのいわゆるミローム状ーを呈し，やや膨軟であるの粉塊ないし粉状構造をし

めしている。層厚は場所により変化するが，全体として 30~50ern である r

M-f 火山灰は，根釧原野地域に広く分布している「岩本目がはげしく変化するもので，そ

の一部には，浮石流として流下したものもあるのこの図幅内では，その末端と思われる岩

相が，標茶市街地の河岸段丘上にみられるけこれは，暗灰色で、軽石・岩片を含む堅密な岩

質であるの

M-gi: 根釧原野においては， M~f の下位に!寓植噌をはさまず， M~g ， M~h ， M-i の 3

層が漸移的に堆積しているが，この凶幅内では層厚がきわめて痔く， 3 層の分化はみられ

ないのわずかに M-g， M-i の軽石が混在し，はほー列にばらば》らと並ぶていどである。

M-g の軽石は，発泡のよくない灰色のものであるが， M-i の軽石は発泡がよく，一見し

て M-g の軽石とは識別される「軽石は径 2~4ern のものである。

M-J: 層厚はきわめて薄く， 1~3ern であるが，青灰色をしめし，細砂質火山灰で，新

期火山灰を識別するうえに，有力な鍵層となハている。

これら M-f~M-j までの火山灰は，摩周火山の活動によるものである。また，まえにの

べたように，大規模な軽石流の流出も明らかであり， I李周カルデヲ形成に関与した拠出物
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である。勝井 (1963) によると，その時期は，摩問軽行流のなかに含まれている炭化木片

の C
14 測定より 6460士 130BP 年である η

層
イ主三

間
山
T

III.7

この凶幅の沖積地は，到II路 )[1 ，オソベツ!I I ，号IJ寒別 ill ，チャンベヅ川などの流域に溺れ

国
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図
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炭
砂

泥
泥
軽

2

4

6

砂

。

谷を埋積して発達したものであるの

釧路川流域の沖積地は，説 II路平原部の延長にあ

たり，五十石付近までは，その地表部はは低位泥
2

炭が生成されているの出II路平原におけるこれまで
3

j尼炭層の厚さは 4.50-5.00mの調査によれば，
4

がもっとも厚いところである η この凶幅におし、て 5

6は，詳細には「字さは不明であるが， 2.00m 以上

7

8

はあると推定される勺泥炭層の下位は粘土，砂時

層であるの

9
五十訂以北では，泥炭層の生成はほとんどみら

10
れず，生成されている場所でもごく薄く，大部分

II

は，沖積氾濫原であるの標茶市街地の深井戸の資

-

A

つ
d

p

h

d
円
i

料(経済企画庁: 1962) によると，砂醗，粘土， キタヨシの恨

泥炭(徹密)

林木泥炭

シルト 8

砂などを主体と Lたものである(

図幅の東南端，ヰ i~ ンベツ川流域の帯広常林局

パイロット・ホーレスト入口における，ボー1)ン
第 9 図 チャンベツ川流域の

泥炭地柱状図グ柱状は，第 9 団にしめすとおりであるゥこれに

よると，この付近では泥炭層が厚く， 9.50m にも達しているうこの泥炭は，上位はキタヨ

また，地表ド 6.50m 付近に軽下部は， 木村泥炭が多くなるへシの根が主体で、あるが，

石層(M-i) が挟在するが，この軽行は M-g 火山灰である(牧野道幸 1961) 。

地質構造と地史IV

地質構造IV.!

この図幅地域は，すでにのべたように， 丘陵と低福地で特徴づけられ，また丘陵地を構

成する釧路層群も未回結で、岩手目変化がはけ‘しいハまた，ほとんど水平的な堆積状況をしめ

すので，一見，単調な地質構造をしめすようであるつ

しかし凶幅の南部地域でみられる却]・側、 lより，凶幅の東南端，子主主 )11 から南隣
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接の尾幌図幅にぬけ，ほぽ北東から南西方向の向科軸が推定できる。この向科軸は，まえ

にのべた塘路湖付近を通るものと一致する c また，地層の傾斜は北に行くにしたがって水

平になるが，標茶市街付近を境にして，むしろ北~北両方向にわずかながら傾斜する傾向

があり，地層区分からも上部の標茶層が優勢になる。このようなことを重視すれば，標茶

市街の南側に，向斜軸とほぼ同じ方向の背斜軸が推定され，ゆるい背斜構造をつくってい

る。

釧路層群にはこのような，二つの構造線が推定されるが，基本的には南側の向斜構造に

よって特徴づけられるものである c

はじめにのべたように，この図幅地域は根釧原野と釧路原野の一部をしめ，千島弧の内

帯および外帯を区切る位置にある。当然，内外帯を特徴づける基盤の性質が，なんらかの

形で，表層の第四紀層にも反映しているものと考えられる。

すでに，湊正雄ら (1956) は東部北海道の重力異常分布に注目し，千島弧の内・外帯を

わける地質学上の構造線として，標津~鶴居線を重視している。そして，この地域で推定

された向斜軸の方向性がそれに一致することは，注目しなければならない。

このように，釧路層群の全体的な構造は，この図幅の東南端をすぎる向斜軸を中心とし

た，一つの盆状構造をつくっている。そして，この構造にともなう基盤の昇降運動により，

2 次的な背斜構造が形成されたものと考えられる。

このような，構造は堆積物の性質にもあらわれ，南北地域の岩相対立や，面なし断層の

生成乱堆積などによって特徴づけられているの

IV.2 地史

以上のベた事実を総括し，この地域の第四紀の編年と地史の大要を，次にのベる。

この地域の代表的な地層である釧路層群は，更新世前期に，千島弧の内・外帯にはさま

れて浅海~瀕海域であったこの地域に，堆積をはじめた。この浅海域は，千島内・外帯の

対立にかる基盤の動きに支配され，北東一南西方向を軸とした造盆地構造運動によって，

堆積盆の性格をもつにいたった。そして，その中心部は，この図幅の南部地域付近であっ

た。やがて，このような運動にともなって海域はやや拡がり，ルルラン層で代表されるよ

うな地層の堆積が行なわれた。しかし中心部の沈降は，やがて局所的な上昇をもたらし，

沈降主軸の北側に上昇地帝が形成されはじめた。

更新世の中期にはいると，このような，ゆるい局所的な上昇運動により，この海域の堆

積域は 2 分され，北方には新しくゆるい盆状構造が形成される。そして，南側の主堆積盆

にはシラルト口層の砂・砂喋が堆積するが，堆積環境の影響をうけ，クロスラミナや乱堆
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積のような複雑な堆積様式が生じたのである c 北側はむしろ陸式の環境に近いもので，そ

こには，やがて活動をはじめた屈斜路火山の軽石流をはじめとして，多量の火山拠出物が

堆積したr この時期には，南側の主堆積盆にも多量の火山拠出物が混入する結果となる。

これらの地層が標茶層である c やがて，海退と南北両地域の隆起により，堆積盆は狭ばめ

られ，沈降部付近だけに，砂喋・砂を主体としたトーロ層が堆積したのである。

更新世の中期後半は，海退と地盤の隆起によって特徴づけらるのそして，釧路層の堆積

面は平坦化をうけ，いわば隆起海岸平野のような地形面が広大に形成されたのである。そ

れは，現在標茶 80~120 m にわたる平坦面の原面である。この時期は，中期後半の中頃と

推定される c その後，海面のいちじるしい低下とともに，この平坦面は，大小河川の侵蝕

をうけ開析が進められた守これらの河川の流路は，地盤運動にあるていど支配され，北西

一南東方向性をとるようにな勺たc また，火山{舌動は，引きつづき行なわれ，何枚かの軽

石流が流れたが，栄軽石流，すソベ、ソ軽石流としたものは，ほぼこの時期にあたるもので

ある。

後期になると，それまで低下していた海面がふたたび上昇し，はぼ現在の低地帯にそっ

て，海水の侵入がはじまるが，この凶幅では，この時期の海成堆積物の証拠はみられず，

河川氾らん原堆積物が高位河岸段丘に保存されている C この時期には，泉川軽石流の噴出

が行なわれる。そして，おそらく屈斜路カルデ、ラの形成は，その直後のできごとであろう。

チャンベツローム層の堆積も，この時期からはじめられた。

後期の後半は，ふたたび、いちじるしい海退と段丘化の時期で，各河川流域には新たに 2

段の段丘が形成されたと考えられる c いうまでもなしこの当時の火山噴出物は，軽石，

スコリヤなどの火山灰が主体で，丘陵や段丘上に厚く堆積したのである e それは，チャン

ベッローム層の大部分をしめる r

沖積世にはし、ると，それまでに形成された深い谷は，沖積海進で溺れ谷となり，海水は

丘陵地の小な谷の末端付近まで進入した。そして，粘土，砂，擦などの堆積が行なわれ，

一部には，海棲の貝類その他も含まれている。このような，沖積層の堆積によって，以前

に形成された段丘地形の一部は理積される結果となった。これらの入り海は，その後の海

退と j可川の埋積作用により，海域はせばめられ，あちらこちらに内陸湖沼を残した。そし

て，そこには泥炭の形成がはじまり，数 m の厚さの泥炭を堆積させているが，まだ，点々

として湖沼の名残をとどめているところがあるのシラルトに湖もその一つであるの

一方，火山活動は屈斜路から摩周岳に移り，スコリヤ火山灰からはじまり，軽石を主と

する拠出物を多量に噴出したのその大部分は，東側の根釧原野に降下したが，一部が， 予
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の地域にも堆積している。そして，現在から約 6 ， 500 年前頃，破局的な活動がおこり軽石

流を流し，摩周のカルデ、ラの形成をみたのである勺

これにつづき，カムイヌプリ岳，雌阿寒岳などの最新の活動が行なわれることになるの

V 応用地質

この凶幅地域には，地質のうえから，ほとんど，みるべき地下資源はないっ

釧路層群のなかには，地質の説明でもふれたように，砂鉄を多量に含む部分があるうそ

れで，砂鉄鉱床の探査が各方面から進められているが，この凶幅内では，採取するに十分

な量もなく，その産状からも鉱床としては認められないづしたがって，おもな資源は，水

資源と石材-ぐらいであるの

地下水

この地域は，すでにのべたように，丘陵地と沖積地に区分されるっ丘陵地を構成する地

質は未回結の砂・砂喋・粘土偶凝灰岩などであり，比較的よい帯水層が予想されるうしか

し標茶市街西方の丘陵地，泉川より連続する北東部の丘陵地では，地表部を辛い軽イi流

がおおっているため，浅層から水をとることは困難である勺しかしこれらの軽石流を掘

り抜くと，東北方台地では釧路層群のと境界部から採水できることが予想されるつしかし

深層地下水を期待する方がよいの

東南の台地においては，チャベツローム層のド位に釧路層が直接するので，比較的浅い

井戸 (10-20 m) で，良好の水が採取できるっ農業用の飲雑用水のためには，ほぼ十分な

量が期待できる η

河岸段丘は，比較的容易に地下水をうることができるが，場所により，水質のよくない

ところがあるのとくに，低位の段丘に水質の悪いところが多いづ

沖積地は， jJ11路川の上流から標茶付近までの河川氾らん原をのぞき，すべて泥炭地であ

るのしたがって，浅層の自由地下水は飲用不適であり，必然的に採層地下水を期待しなけ

ればならない。到II路平原部の泥炭地深層地下水については，北海道開発局において調査し

ているが，この地域には，ほとんどボーリング資料もない乃で，適確な推定はできないつ

しかし一般的には，次のことに留意する必要がある(泥炭層の下位にある沖積層にも，帯

水層は期待されるが，水質の点で芳しくないっしたがって，釧路層群中の水，あるいは，

埋積段沖堆積物の水などを考慮した方がよいっただしかならず良好というわけにはいか

ないの

沖積氾らん!京地帯の標茶市街地の深井度の資料によると，地表下 39 .40-54.50 m の石
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英砂中の吊水!脅と， 97-100m の砂の市水層を採取しているようであるつこれらは，すべ

て釧路層群中の水であるへ

石材

釧路層群は全般に木 l古l結であるため，行付として有用なものはえられない， しかし道

路甘・付としては，喋!膏，砂磯層が対象となり，各所で比較的容易にほ取できる。そのほか，

段丘 i喋層， 1中積 j 口j床喋もその対象となる勺
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale, 1:50,000)

SHIBECHA

(Kushiro-23)

By

Masβyuki SaitoandYoshioKitagawa

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Themaparea, occupyingapartoftheso-calledKushiroPlain,
islocatedbetweenLat.43 口 10'-43°20' N andLong.144ー30'-144ー45'E.

Topography

Thetopographyofthisareaischaracterizedbyhillyplateauand

swampylowland

ThehillyplateauisdividedintotheNemurosurfaceandthe

KonsenPlainsurface. TheNemurosurfaceisafairlydissectedlevel

plane90--100m abovesealevel, andoccupiesthegreaterportionof

themaparea. TheKonsenPlainsurfaceisdistributedlimitedlyin

thenortheasternpartofthemaparea. Itislessdissectedthanthe

Nemurosurfaceandshowsagooddevelopmentofthelevelplane.

Itwasformedprobablybyyoungpumiceflows.

Alongtheriverstraversingthehillyplateau, riverterracesare

developed.Locally, theterracesarecomposedoftwosteps.Thelower

terracesare5to 10m inrelativeheightfromthepresentriverｭ

bed.Theydecreasetheirheightsouthwardandfinallysumbergeunder

thealluvialsurface. Thehigherterracesare20to30m inrelative

heightfromthepresentriver-bed.

Thealluvialsurfaceisrepresentedbyalowswampylandwhich
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hasresultedfrom aggradation of the previouslydrownedvalleys.

Lake Shirarutoroisaseareliclake whichwas left after thea

lluvialtransgression.

Theprincipalrivers 日ow intheNW-SEdirection , presumably

duetotheinfluenceofthetectonicmovementofthebasement.

Geology

ThegeologyofthemapareaconsistsentirelyoftheQuaternary

systemwhichcanberoughlydividedasfollows.

Kushirogroup

Thehillylandofthemaparea iscomposed of theKushiro

group.Thegroupconsistsoftu 旺aceous sand , mud , tuffandsand-graｭ

vel. Containingmarineshell f03sils , thisgroupisarepresentative

marinePleistoceneformation inHokkaid6. Inthemaparea, the

groupisdividedbyfaciesintothefollowingfourmembersinascenｭ

dingorder:

RururanformationeRu): Thisformation , consistingofdarkｭ

gray tuffaceous siltstone, showsa relativelyhardcompact facies ,

exfoliatinginshalyplates.

Shirarutoroformation(Sr): By the facies the formation is

subdividedintofourhorizonsinascendingorder. i.Finegravelor

sand-gravelbed. ii.Brownish-grayfinesandorsiltbed, intercalated

withthinlayersof tu 百aceous sandand tu 任 Locally itbecomes

tu 百aceous claycontainingyellowish-brownpumicefragments. iii.Fine

alternationofgravel, minuterockfragments , pumiceandcoarsesand,

showingcross lamination. Conspicuous abnormalsedimentationis

locallyrecognized. iv.Alternationofvolcanicejectaand unconso ・

lidatedsandgrainsofmediumsize. Thetotalthicknessis60"-'70m.

Shibechaformation(Si): Iti3distributedalmost throughout

themaparea. Onthewhole , volcanicejectaarepredominantand

thefaciesischaracteristicallypumiceousortu 百aceous.

Thelowerpartisclayeyloam containingpumiceoustuffand

pumicelayers. Themiddlepartisanalternationofvolcanic sand ,

volcanicashand pumice, markedwithcrosslamination;abnormal

sedimentationandintraformationalfaultareoften observed. The
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upperpartconsistsof tu 百， which containspumice layers, andtu 百.

aceoussilt orclay.

Toroformation(To): Theformationistheuppermostofthe

Kushirogroup. Itconsistsofsand-gravelandcoarse-sand, presenting

anearlyhorizontalstructure. Thicknessis10""15m.

ThestructureoftheKushirogroupreflectsthecharacterofthe

basement, thatis , itpresumablyformsabasinwithasynclinalaxis

roughlycoincidingwith the structure line(Shibetsu-Tsurui line)

whichseparatestheinnerandouterzonesoftheKurileArc. The

synclinalaxispassesthroughthevicinityoftheKatamusariRiverin

thesoutheasterncornerofthemaparea. However, thissedimentaｭ

tionbasinwasunstableandwasa百ected bylocalupliftingbywhich

agentleanticlinewasformedinthesouthernvicinityofShibecha

City.

DepositionoftheKushirogroupispresumedtohavetakenplace

duringtheperiodfromEarlyPleistocenetothefirsthalfofMiddle

Pleistocene. Thevastlevelplane(Nemurosurface)atanaltitude

of80 ",, 120 m isconsideredtorepresentthedepositionalplaneofthe

Kushirogroup.

Pumiceflows

Atthetopofthehillyland, twoorthreebedsofpumiceflow

arefound , unconformablycoveringtheKushirogroup.Thesepumice

白ows aresimilartooneanother inbothfaciesand lithology, but

theyaretentativelyclassifiedintothreemembersinthis report, on

thebasisoftheirrelationtothetopographicsurfaces, modeofoccuｭ

rrenceanddistribution.

Sakaepumiceflow(PfJ): Thisisagraypumiceflow. Itis

daciticandcontainsabundanceofpumicelumps(20eminmaximum

diameter)whichsho V\ァ silk-thread vesication. Itisdistributedonthe

hillshigherthan120m abovesealevel , butduetoerosionitremains

onlyasmonadnocks. Theageofitseruptionispresumablyatthe

endof 乱1: iddle Pleistocene.

Osobetsupumiceflow(Pf2): ThelithologyisdaciticlikePfJ ・

Itcontainspumiceof5to6emdiameter, buttheamountofpumice
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issmallerthanthatinPfl' andthefaciesisclosertopumiceoustuff.

Itoftencontainsfragmentsofcarbonizedwood. Itshorizonisrougｭ

hly contemporaneouswithPf1 ・

Izumikawapumiceflow(Pfg): Lithologyisthesameasthe

above-mentionedtwo. Pumiceisremarkablyvesicular, containsquｭ

artzphenocrysts, andshowsasilk-threadstructure. Thispumice

flowformsalevelplaneofabout100m abovesealevel. Ascompaｭ

redwiththetopographic surfacecomposedofthe foregoingtwo

flows , theplaneofthis 日ow ismorelevelandlessdissected. Age

ofitseruptionisprobablyLatePleistocene.

ThesepumiceflowsoriginatedintheactivityoftheKussharo

VolcanowhichwasactivecontinuouslyfromMiddletoLatePleistoｭ

cene. ItisassumedthatacalderawasformedaftertheIzumikawa

pumiceflowwaserupted.

Riverterracedeposits

Therearetwostepsofriverterraces, withtherespectivedepoｭ

sits. Theｷhigherterracedeposits(T1)aredistributedinthedrainage

areaoftheOsobetsuRiver, andformalevelplane 20 ,....,30 m above

thepresentriver-bed. Thedepositsaremostlyandesitepebblesand

sand-gravel. Thelowerterracedeposits(T2) , formingatopographic

plane 5,....,10m abovethepresent river-bed, arecomposedofgravel

bed, sand-gravel bed, and alternation of sand , volcanic ash and

pumice. Crosslaminationislocallyfound.

Chambetsuloam(L)

Thisisabedofbrownloamcontainingpumiceandscoria. It

covers all topographic surfaces exceptthealluvialsurface. Itis

roughlydividedintothelowerandupperparts. Thelowerpart

consistsofpumice-bearingreddish-brownloam, alternatingwithsandy

volcanicashvolcanicclay, andisoverlainbyapumiceousloambed.

Onthewhole, thispartisstickyduetoadvancedargillization. The

upperpartispredominantly loam, intercalatedwithtwoorthree

layers of blackscoriaceousvolcanic sand, butthefaciesbecomes

pumiceousupward. BetweentheChambetsuloamandtheyounger

volcanic ashes, ahumusbedisdeveloped. Thicknessvariesfrom
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placetoplace, butisgenerally1---4m.In thisloam bed, intraforｭ

mationalfaultislocallyobserved. Theloamwaseruptedattheend

ofPleistoceneandprobablybelongstotheMashuVolcanoseries.

Youngervolcanicashes(M)

The youngervolcanic ashesdistributed in the map area are

recentejectaoriginatingfromthevolcanicactivitiesofsuchvolcanoes

asMashu-dake, Kamuinupuri-dakeandMeakan-dake. Theashescover

theentiregroundofthisarea.

Inthehillylandtothe west, threebedsoftheMeakan-dake

volcanicashes(Mel' Me2, Me3 indescendingorder)andthreebeds

oftheMashuvolcanicashes(Mf, Mgi, M-jindescendingorder)are

found , totallysixbeds. Inthehillylandofthenortheasterncorner,

Mel> Kamuinupurivolcanicash (Km) , M-f, M-g, M-i , and M-jin

descendingorder, arerecognized. Thesevolcanicashbedsarecomｭ

posedof pumice fragments , lava fragments , andfragmentsofthe

basementrocks.

Pumiceineveryhorizonshowsalmostidentical chatacter, being

holohyalineandcontainingsmallquantitiesofminute plagioclase,

hyperstheneandaugitecrystals. Lavafragmentsare holohyaline

andesiteandaugite-hyperstheneandesite;thelatterisfoundinM-f,

M-g, M-iandM-jbutisabsentinotheroverlyingvolcanicashes.

Ofthosevolcanicash beds, theonedefinedasM~f comprises

pumicefallandpumiceflow. Inthemaparea , onlythetipofthe

pumiceflowislimitedlydistributed. TheC14ageofthecarbonized

woodcontainedinthispumiceflowisreportedas6,460 ｱ120BP

years. ThebedsM--jtoM-fcontainthelarge3tamountofpumice

ascomparedwithotherbedsofvolcanic ashes , andarerelatedto

theformationoftheMashuCaldera. Fromthis fact , theMashu

Calderaisconsideredtohaveformedabout6,500 yearsago.

Alluvialbeds

Thealluvialbedsofthemapareaarecmoposedof clay, sand

andsand-gravelwhichburiedthepreviously drowned valleys, and

containepeat.

ThepeatbedintheKushiroPlainis4.5toSm atthethickest
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part, butwithinthe,map areaitis2to4m thickasestimatedin

thevicinityofGojikkoku. InthelowswampylandalongtheChamｭ

betsu River, thepeatbed isasthickas10m , andisintercalated

withseveralbedsoftheyoungervolcanicashes.

EconomicGeology

Usefulundergroundresourcesinthemapareaaregeologically

almostnegligible.

IronsanddepositsareknownintheKushirogroup, butasfar

asthemapareaisconcernedthereservesarctoosmalltobeworked,

andtheironsandisnotqualifiedasadepositwhenjudgedfromits

modeofoccurrence. Otherresourcesaremerelywaterandaggreｭ

gate.

Groundwater: TheKushirogroupmayserveasagoodaquiｭ

ferasitcontainsunconsolidatedsandandsand-gravel. However, on

accountofthethickcoverofvolcanicejecta(pumiceflow)wateris

hardlyobtainableinthehillylandonthewestandnortheastsides.

Inthehillylandonthesoutheast side, freeground waterinthe

Kushirogroupcanbepumpedout. Water-pumpingisgenerallyeasier

intheareaofriverterraces. Inthealluvial area, qualityoffree

groundwaterisinferiorduetothickaccumulationofpeat;hence ,

watersupplyhastodependondeep-seatedaquifers. Accordingto

thepastrecordsadepth, of50"'-'100m isrequiredinordertoobtain

goodwater.

Buildingstoneand aggregate: No useful building stone is

foundinthemaparea. Asaggregateforroadconstruction , gravel

andsand-gravelintheKushirogroupcanbeeasilyexcavated. Gravel

fromtheriverterracesandthepresentriver-bedcanbealsoused

asaggregate.
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